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同
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
就
航
叩
年
目
を
迎
え

一
た
大
洗
港
に
、
旅
客
船
と
貨
物
船
兼
用

一
の
第
4
埠
頭
が
完
成
し
、
去
る
ロ
月
刊
山

一
目
、
同
埠
頭
入
港
第
1
船
と
な
っ
た
商

一
船
三
井
客
船
の
つ
ふ
じ
丸
L

(

約
2
万
3

一
千
ト
ン
)
船
内
で
、
大
洗
港
振
興
協
会

一
(
会
長
・
竹
内
宏
大
洗
町
長
)
主
催
に

一
よ
る
供
用
開
始
記
念
祝
賀
会
が
聞
か
れ

一
ま
し
た
。

一
祝
賀
会
に
は
、
田
、
県
、
近
隣
市
町

昨
村
、
港
湾
関
係
者
な
ど
、
約
3
5
0
名

一
が
出
席
。
竹
内
町
長
は
「
刊
年
前
に
フ

昨
エ
リ
ー
が
就
航
し
、
こ
の
叩
年
間
で
港

は
順
調
に
進
捗
し
た
。
今
回
の
第
4
パ

ー
ス
の
完
成
に
よ
り
首
都
圏
流
通
の
玄

関
口
と
し
て
常
陸
那
珂
港
な
ど
と
も
機

能
分
担
し
、
更
に
、
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
高
橋
通

夫
運
輸
省
第
2
港
湾
建
設
局
長
、
人
見

実
徳
副
知
事
や
小
川
栄
次
郎
県
議
会
議

長
な
ど
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
小
松
崎
七

郎
町
議
会
議
長
の
乾
杯
で
供
用
開
始
を

祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
賀
会
に
さ
き
だ
ち
午
前
日

時
か
ら
は
「
ふ
じ
丸
」
の
一
般
見
学
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
寒
い
曇
り
空
の
下
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
次
々
と
見
学
容
が
訪
れ
豪
華
客
船

を
パ
ソ
ク
に
家
族
で
写
真
を
と
っ
た
り

豪
華
な
船
内
を
く
ま
な
く
見
学
し
て
い

ま
し
た
。
今
回
の
旅
客
船
パ
ー
ス
オ
ー
プ
ン
を

記
念
し
て
ロ
月
M
日
に
は
、
ふ
じ
丸
の

初
入
港
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
と
船
内
で
の

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ

リ
テ
ィ
1

・
テ
ィ
ナ
ー
や

1
月
6
B
か

ら
8
日
ま
で
三
重
県
伊
勢
志
摩
へ
の
観

光
ク
ル

i
ジ
ン
グ

(
2
0
5
名
乗
船
)

が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
大
勢
の
町
民

の
み
な
さ
ん
は
豪
華
客
船
の
素
晴
ら
し
一

さ

を

満

喫

し

て

い

ま

し

た

。

一

第
4
埠
頭
(
パ
1
1
ス
)
は
、
フ
ェ
リ
…

l
タ
!
こ
ナ
ル
の
あ
る
第
3
埠
顕
西
側
一

に
整
備
さ
れ
、
水
深
9
m
、
パ
ー
ス
延
叩

長
2
4
0
m
、
背
後
の
埠
頭
面
積

1:

…

9
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

2
万
ト
ン
級
の
旅
一

客
船
や
7
、
8
千
ト
ン
級
の
貨
物
船
の
一

入
港
が
可
能
。
ク
ル

i
ジ
ン
グ
型
余
暇
品

需
要
や
港
湾
貨
物
需
要
に
対
応
す
る
施
一

設
と
し
て
、
今
後
の
利
用
増
が
期
待
き
一

れ

て

い

ま

す

。

一

hv
ふ
じ
丸
船
内
で
開
か
れ
た
祝
賀
会

母
祝
賀
会
で
あ
い
さ
っ
す
る
竹
内
町
長

除
一
流
ホ
テ
ル
に
匹
敵
す
る
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な

ス
イ
|
ト
ル
!
ム

川町-ー白

~時-

4匙船尾{則8階のスカイラウンジ

d

喝
伊
勢
志
摩
へ
の
観
光
ク
ル

l
ジ
ン
グ

に
出
向
す
る
ふ
じ
丸
%
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寸一
1J

大
一
一
洗
一
軒
名
誉
町
民
に

「
U
J
ι
石

井

藤

ロ
月
日
日
に
開
催
さ
れ
た
大
洗
町
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
石
井
藤
吉
郎
さ

ん
が
全
会
一
致
を
も
っ
て
名
誉
町
民
に

選
定
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
け
る
名
誉
町
民
は
元
大
洗

町
長
加
藤
清
さ
ん
、
元
県
議
会
議
員
故

小
幡
五
郎
さ
ん
、
一
元
参
議
院
議
員
故
郡

祐
一
さ
ん
に
つ
い
で
4
人
目
で
す
。
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紗

hv

白
隠
仰

れ
、
本
町
に
お
い
て
も
町
教
育
委
員
会

委
員
、
町
観
光
協
会
長
、
町
旅
館
組
合

長
、
町
体
育
協
会
長
等
の
要
職
を
歴
任
。

日
本
の
学
生
野
球
、
社
会
人
野
球
界

の
振
興
発
展
の
み
な
ら
ず
、
本
県
並
び

に
本
町
に
お
け
る
観
光
産
業
を
は
じ
め

各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
旅
館
経
営
の

改
善
強
化
、
更
に
は
学
校
教
育
の
健
全

育
成
、
社
会
教
育
の
充
実
な
ど
幅
広
い

分
野
に
お
い
て
献
身
な
る
情
熱
を
傾
注

し
、
現
在
も
継
続
し
こ
れ
ら
の
振
興
と

発
獲
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
功
績
に
よ
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
7
年
7
月
に
は
野
球
殿

堂
入
り
を
果
た
さ
れ
、
同
年
日
月
に
ば

県
民
栄
誉
章
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

名
誉
町
民
称
号

地
方
自
治
の
振
興
、
産
業
の
振

興
、
社
会
福
祉
の
増
進
、
教
育
文

化
、
体
育
の
進
展
に
特
に
功
績
の

あ
っ
た
方
、
町
民
が
郷
土
の
誇
り

と
し
て
、
ひ
と
し
く
尊
敬
す
る
方

で
、
本
町
に
居
住
若
し
く
は
居
住

し
て
い
た
方
又
は
特
に
本
町
に
縁

故
の
あ
る
方
々
に
対
し
て
、
町
長

が
町
議
会
の
同
意
を
得
て
選
定
、

「
大
洗
町
名
誉
町
民
の
称
号
し
を

贈
り
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
永
く

後
世
に
伝
え
る
も
の
で
す
。

員員

司
表
彰
状
を
手
に
す
る
新
選
管
委
員

新春恒倒
平
成
8
年
新
春
恒
例
の
消
防
団
出
初

め
式
が
、
去
る
1
月
7
日
町
文
化
セ
ン

タ
ー
前
駐
車
場
で
、
川
上
団
長
以
下
団

員
1
2
9
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た。
川
上
団
長
が
訓
示
を
述
べ
、
人
員
報

告
、
機
械
・
器
具
点
検
の
後
、
町
内
9

つ
の
分
間
と
ポ
ン
プ
車
9
台
が
分
列
行

進
。
そ
の
後
、
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ

l
ル

命時大舞臨ま柱金構韓輔自轟重量重量襲撃(::
空竺こン 乱1 瞳購買T縄入11
現在の大洗町の高齢者人口 (65歳以上〉は、 17%であり21世紀には20%が見込まれていま
す。やがて到来する高齢化社会を支えていくには、地域の人々が福祉の司づくりに何らかの

形で参加していくことガ大切です。そこで大洗町社会福祉協議会では、多くの方々が会員に
なることで、大洗町の福祉に対し関山ガ高まればと、昨年4月から会員増加の運動を震開し
てきだ結果、平成8年 1月16日現在で4，174t笠有害の方々が会員に加入されましだ。皆様から
の会費は平成8年度の宿祉事業に充てさせていだだきます。 〉どこ

に
会
場
を
移
し
、
永
年
勤
続
や
優
良
団

員
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
内
町
長
は
「
町
民
の
尊
い
生
命
財

産
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら
操
法
訓
練

な
ど
努
力
さ
れ
て
い
る
、
団
員
の
皆
様

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
健
康
に
留
意
さ

れ
今
年
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
L

と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

自
問
出
@
由
同
開
宮
島
ま
金
主
金

属
鹿
闘
闘
盟
国
闘
闘
闘
闘
髄
翻
髄
闘
闘
園
調
調
盟
国
語
陸
路
砲
臨
闘
闘
闘
臨
臨
闇

親
露
認
EEdA
明
文

町
青
少
年
育
成
会
議
(
会
長
・
竹
内

宏
町
長
)
で
は
、
ス
キ
ー
を
通
し
て
親

と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う
と
「
親

子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
l
教
室
」
が
、

1
月

6
日
福
島
県
猪
苗
代
ス
キ
!
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
に
は
、
町
内
に
住
む
親
子

部
組
剖
名
が
参
加
。
参
加
者
は
、
眠
い

自
を
こ
す
り
な
が
ら
午
前
4
特
に
集
合
、

2
台
の
パ
ス
に
分
乗
し
大
洗
を
出
発
し

ま
し
た
。
猪
苗
代
ス
キ

l
場
到
着
後
は
、
町
体

協
ス
キ
i
部
(
大
賞
茂
男
部
長
)
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
、
楽
し
く
・
わ
か
り
や

す
い
ス
キ

l
教
室
が
初
心
者
と
中
級
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
お
母
さ
ん
や

子
供
達
は
、
何
回
も
何
回
も
転
ぴ
な
が

ら
も
少
し
ず
つ
ボ

i
ゲ
ン
で
滑
れ
る
よ

う
に
な
り
、
午
後
か
ら
の
自
由
時
間
に

ブ

/

は
華
麗
?
に
滑
っ
て
い
た
お
母
さ
ん
も
一

い
ま
し
た
。

帰
路
の
車
中
で
は
、
町
高
校
生
会

(
田
中
真
弓
会
長
)
が
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
で
パ
ス
の
中
を
盛
り
上
げ
楽
し
い
雰

囲
気
の
う
ち
に
全
員
元
気
に
帰
町
し
ま

し
た
。

llIJ 区 納付世帯 7年度実績

寺釜 6区 23 11，500円
11 7 12 10，OOOPl 
11 8 18 9，000円
11 9 22 11，000円
11 10 14 7，000円
11 11 38 19，000内
11 12 13 6，500円
申告渡 1区 20 10，000円
11 2グコ 1 22 12，500円

" 2グ)2 14 7，000円
11 2グ)3 20 10，000円
11 3 41 20，500円
蔵前 1区 29 14，500円
11 2 19 9，500円
H 3 10 5，000円
11 4 27 13，500円
上宿 l区 20 10，000円
11 2 30 15，000同
11 3 27 13，500円
中 f昔 1区 17 8，500円
11 2 27 13，500円
北清水1区 35 17，500円
F有済水1区 15 7，500円
11 2 21 10，500円
11 3 15 7，500円
角一 1区 21 10，500円
11 2グコ 1 13 6，500円
11 2グコ 2 1 500円
11 3グ)1 29 14，500円
11 4 16 8，000円
11 6 19 9，500円
直言原 1区 12 6，000円
11 2 40 20，000同
11 3 13 6，500丹
神 山 20 10，000円
)11 口 13 6，500円
荒 谷 39 19，500円
1兵 欠 10 5，000円
古 箔 57 28，500円
上 宿 38 19，000円
中 宿 34 17，000月
下 宿 27 13，500円
子 拓 9 4，500円
松川報国 23 11，500円
松川第一 20 10，000円
松川中部 14 7，000円
松川共励 12 6，000円
松川第二 17 8，500円
大谷川 13 6，500円
成 回 16 8，000内
会 言十 4，174 2，094，000円

町一 区 納fす社帯 7年度実績

新町3の 2 36 18，000円
11 4区 14 7，000円
11 5グ)1 30 15，000円
11 50コ2 28 14，000円
11 5グ)3 35 17，500円
11 60)1 35 17，500円
11 6グ)2 15 7，500円
11 7グ)1 17 8，500円
11 7グ)2 12 6，000河
11 7グコ 3 33 16，500円
11 8 3 1，500円
11 9グコ 2 10 5，000円
11 11 21 10，500円
11 12 23 11，500円
水町 1区 21 10，500円
11 2 23 11 ，500円
11 3 17 8，500同
11 4 21 10，500円
11 5 26 13，000円
11 6 26 13，000円
11 7 20 10，000円
11 8 20 10，000円
11 9 35 17，500円
11 10 52 26，000円
11 11 27 13，500円
11 12 26 13，000円
11 13 78 39，000円
11 14 50 25，000円
11 15グコ 1 42 21，000円
11 150) 2 23 11，500円
11 16グコ 1 59 29，500円
11 16グコ 3 61 30，500丹
11 17 26 13，000河
11 18 21 10，500丹
髭釜 1区 33 16，500円
11 2 37 18，500円
11 4 25 12，500円
11 5 32 16，000円
11 6 21 10，500河
11 7 31 15，500円
11 9 25 12，500円
11 10グコ l 59 29，500円
11 10グ)3 30 15，000同
11 11グ)1 57 28，500円
11 11グ)2 26 13，000円
11 11グ)3 16 8，000円
11 12 53 26，500円
11 13 10 5，000丹
寺釜 l区 27 15，000円
2 23 11 ，500円
3 28 14，000円
4 16 8，000円
5 21 10，500円

田T 区 納付世帯 7年度実績

明神町2区 45 22，500円
11 3の上 28 14，000円
H 3の下 13 6，500円
11 4 21 10，500円
11 5 43 21，500円
H 6 28 14，000円
H 7 30 15，000円
11 8グコ 1 16 8，000円
H 8グ)2 18 9，000円
11 8グ)3 22 11 ，000同
11 9 35 17，500円
11 10 23 11 ，500円
東光台 l区 100 50，000円
11 2 60 30，000円
11 3 76 38，000円
一丁目Iの下 32 16，000円
11 2 40 20，000円
11 3 20 10，000円
11 4 14 7，000円
11 5 17 8，500円
二丁目1の1 24 12，000円
11 1グ)2 33 16，500円
11 2 30 15，000円
11 3 42 21，000円
11 4 17 8，500円
仲田J 1区 16 日，000円
11 2 20 10，000円
H 3 32 16，000円
11 4 45 22，500円
金沢町 1区 28 14，000円
11 2 19 9，500円
11 3 15 7，500円
11 4 30 15，000円
11 5 36 _l8，000円
祝町 1区 81 40，500円
11 2グ)1 32 16，000円

" 2グコ 2 46 23，000円
11 3 27 13，500円
11 4 31 15，500円
11 5 16 8，000円
11 6 13 6，500円
11 7 16 8，000Pl 
11 8 19 日，500円
松ケ丘1区 35 17，500円
11 2 31 15，500円
通町 1区 12 6，000円
11 2 29 14，500円
11 3 14 7，000円
新町 lの 1 23 11，500河
1グ)2 10 5，000円
2グ)1 14 7，000円
20コ2 日 4，500円
3σコ1 17 8，500円 (平成 8年 1fll6El現在)

四
年
3
月
ま
で
は
、
初
診
日
の
前

々
月
ま
で
の
直
近
1
年
間
に
保
険

料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
納
付
要
件

は
満
た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
寸
九

①
障
害
認
定
日
(
初
診
日
か
ら
1
年

6
ヵ
月
を
経
過
し
た
日
、
ま
た
は

症
状
が
固
定
し
た
日
)
に
障
害
等

級
の

1
級
ま
た
は
2
級
の
障
害
の

状
態
に
あ
る
人
。

ま
た
却
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
と

き
は
、
加
歳
に
な
っ
た
と
き
に
障
害

等
級
に
該
当
す
れ
ば
、
障
害
基
礎
年

金
を
請
求
で
き
ま
す
。

⑨
障
害
基
礎
年
金
額

1
級
・
・
・
田
万
1
千
9
百
円
(
年
額
)

2
級・・・
mm
万
5
千
5
百
円
(
年
額
)一

.

4

5

F
ハ

p
i
u由
一

障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

還
付
申
告
者
(
医
療
費
控
除
・
住
さ
い
。

宅
取
得
特
別
控
除
等
)
、
不
動
産
所
。
問
合
せ
先
水
戸
税
務
署

得

者

、

年

金

受

給

者

の

方

の

申

告

相

宮

(
2
3
1
)
4
2
1
1

談
会
場
が
、

3
月
4
日
か
ら
変
更
に

な
り
ま
す
。確

定
申
告
は
郵
送
で
も
大
丈
夫

確
定
申
告
の
時
期
に
は
、
税
務
署
郵
送
で
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、

3
月

に
大
勢
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
日
日
の
申
告
期
限
(
還
付
申
告
を
除

特
に
、
期
限
近
く
な
る
と
大
変
混
く
)
ま
で
に
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く

雑

し

ま

す

。

だ

さ

い

。

も
し
、
相
談
す
る
事
が
な
く
ご
自
待
ち
時
間
の
解
消
と
、
混
雑
の
緩

分
で
申
告
書
を
作
成
で
き
る
方
は
、
和
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

思
い
が
け
な
い
事
故
や
病
気
で
今

ま
で
ど
お
り
働
け
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
・
:
。
国
民
年
金
で
は
そ
う
し

た
場
合
に
、
条
件
を
満
た
せ
ば
障
害

基
礎
年
金
が
支
給
き
れ
ま
す
。
こ
れ

は
若
い
方
に
も
一
定
の
安
心
を
与
え

て
く
れ
る
年
金
で
す
。

⑧
支
給
が
受
け
ら
れ
る
条
件
(
以
下

の
す
べ
て
の
条
件
に
あ
け
は
ま
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
)

①
障
害
一
口
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
ケ

ガ
で
初
め
て
診
断
を
、
つ
け
た
日
に

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
入
、

ま
た
は
加
入
し
て
い
た
人
で
伺
歳

以
上
回
歳
未
満
の
人
(
た
だ
し
、

老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
受
給

し
た
人
は
の
ぞ
く
)

②
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で

の
加
入
期
聞
の
う
ち
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
(
免
除
さ
れ
た
期
間

も
含
む
)
が

3
分
の

2
以
上
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
特
例
と
し
て
、
平
成

石
井
藤
吉
部
さ
ん

大
正
日
年
3
月
話
回
生

(η
歳
)

本
籍
大
洗
町
磯
浜
町
6
8
8
1

住
所
大
洗
町
磯
浜
町
6
8
8
1

石
井
さ
ん
は
水
戸
商
、
早
稲
田
大
で

野
球
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
卒
業
後
、

社
会
人
野
球
の
大
昭
和
製
紙
(
株
)
で
も

都
市
対
抗
野
球
で
活
躍
。
現
役
引
退
後

は
そ
の
統
率
力
を
買
わ
れ
水
戸
商
、
早

稲
田
大
、
全
日
本
の
監
督
を
長
年
に
わ

た
り
努
め
、
多
く
の
人
材
を
育
て
ま
し

現
在
で
も
全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球

連
盟
理
事
、
日
本
野
球
連
盟
常
任
理
事
、

日
本
学
生
野
球
協
会
評
議
員
、
茨
城
県

観
光
協
会
理
事
な
ど
の
要
職
を
務
め
ら

つ寸111JJJ
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大
洗
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
自
治

O
委

後

藤

進

一

さ

ん

(

叩

歳

)

大
臣
表
彰
を
受
け
、
去
る
ロ
月
詔
日
に

O
委

大

内

俊

夫

さ

ん

(

閃

歳

)

茨
城
県
職
員
会
館
で
そ
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
昨
年
7
月
お
日
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
に
お
い
て
、
選
挙
の
適
正
な
管
理
執

行
と
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
高
く
評
価
を
さ
れ
た
も
の
で

す。
な
お
、
選
挙
管
理
委
員
(
任
期
4
年
)

は
、
昨
年
ロ
月
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

が
行
わ
れ
、
新
た
に
次
の
方
々
が
委
員

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

O
委
員
長
大
貫
寛
彦
さ
ん

(η
歳
)

O
委
員
長
代
理
小
野
瀬
秦
作
さ
ん
(
河
歳
)

l水県
|戸立|水
18市青|戸
緑少i税
町年!務
l会 i署
|館

。
土
曜
日
及
び
日
曜
日
を
除
き
ま
す
旬

。
受
付
時
間
午
前
9
時
i
午
後
4

時
ま
で
(
正
午
か
ら
1
時
は
昼
休
)

@
両
会
場
と
も
、
駐
車
場
が
狭
い
の

で
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
下
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春
寒
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
不
肖
私
こ
と
竹
内
町
長

よ
り
三
度
ぴ
助
役
の
ご
推
挙
を
い
た

だ
き
、
去
る
十
二
月
の
定
例
議
会
に

お
き
ま
し
て
助
役
と
し
て
の
選
任
ご

同
意
を
賜
り
引
き
続
き
重
責
を
担
、
つ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
大
洗
町
発
展
の
た
め
に
一

生
懸
命
努
力
を
い
た
す
決
意
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
は
す
ぐ
そ

ら

:事長

去
る
旬
月
刊
日
大
洗
町
議
会
定
制
会
に
お
い
て
、

酪
役
小
谷
騒
亮
氏
(
由
競
)
、
奴
入
役
高
野
器
開
瀬
氏

(
U歳
て
の
一
再
圧
が
全
会
一
致
で
震
認
さ
れ
、
平
成

8
年ペ
1
月ペ
I
B
M叩
け
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

あお

I\~ 
i性

官
印
刷

こ
に
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
大
洗

町
は
港
湾
を
中
心
と
し
て
関
連
す
る
都

市
基
盤
の
整
備
も
進
み
着
実
な
る
発
展

を
遂
げ
て
き
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
戦
後
五
十
年
を
経
た

今
日
、
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
や
経
済

の
国
境
な
き
活
動
、
地
球
環
境
問
題
等

社
会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
我
が
国
は
今
、
大
き
な
亦
輩
の
時

期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
最
近
の
経
済
情
勢
は
、
長
引
く

景
気
低
迷
に
よ
り
国
・
地
方
と
も
に
財

政
運
営
は
難
し
き
を
増
し
て
来
て
お
り
、

行
財
政
運
営
や
開
発
問
題
等
は
、
こ
れ

ま
で
の
延
長
線
上
で
こ
と
考
、
え
ら
れ
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
に
し
て
県
施
策
の
常
陸
那
珂
地

区
開
発
や
北
関
東
横
断
道
路
、
東
関
東

自
動
車
道
路
等
は
、
こ
の
数
年
後
に

は
一
部
供
用
開
始
さ
れ
る
見
通
し
で
あ

り
、
大
洗
町
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

お

就
任
の
ご
あ
い
杏
つ

蝦

入

役

高

野

勇

(3)第290号

瀬

対
処
し
着
実
に
解
決
し
な
が
ら
発
展
を

遂
げ
、
大
き
く
様
変
わ
り
を
し
て
お
り

ま
す
こ
と
は
ご
案
内
の
通
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
現
下
の

社
会
情
勢
は
経
済
面
を
一
っ
と
り
ま
し

で
も
、
国
際
的
な
低
迷
の
な
か
に
あ
り

全
国
的
な
現
象
と
し
て
、
可
処
分
所
得

の
減
少
に
よ
る
購
買
力
の
低
下
は
更
に

景
気
の
不
況
に
拍
車
を
か
け
、
国
に
お

い
て
は
平
成
三
年
七
月
以
来
、
昨
年
九

月
ま
で
の
四
年
間
に
八
回
に
亘
る
公
定

歩
合
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
て
も
、

な
お
景
気
回
復
の
兆
し
は
判
然
と
せ
ず
、

加
え
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
旧
は

現
在
も
な
お
続
い
て
お
り
ま
す
。

重
ね
て
住
専
処
理
問
題
な
ど
、
今
後

経
済
対
策
の
た
め
に
は
金
融
構
造
を
再

構
築
せ
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
時
期
で

あ
り
、
平
成
八
年
度
の
国
の
予
算
も
歳

ぬ

w
p
h
z
b
Z
A
V
u
'町
ザ
主
将
司

wbq“E
ぽ

hw仇
VMwmVMEuphww
，

に
も
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
と
考

、
え
ま
す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
環
境
を
踏
ま

え
当
面
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、

住
宅
団
地
の
整
備
、
あ
る
い
は
、
温

泉
開
発
や
水
族
館
の
建
設
、
町
の
将

来
を
担
う
人
材
の
育
成
の
た
め
小
中

学
校
施
設
の
整
備
、
更
に
は
、
健
康
・

福
祉
の
拠
点
と
な
る
健
康
福
祉
ゼ
ン

タ
!
の
建
設
な
ど
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
立
派
な
基
盤
づ
く
り
を
す
る

時
期
と
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
流
れ
の
中
で
ど
の

よ
う
に
輝
き
を
増
や
し
て
い
く
か
、

そ
の
課
題
多
き
時
期
で
あ
り
ま
す
の

で
、
竹
内
町
長
の
も
と
職
員
一
丸
と

な
っ
て
町
づ
く
り
能
力
を
高
め
、
個

性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会

の
実
現
の
為
に
簿
身
の
カ
を
込
め
て

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導

ご
鞭
提
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

vqい
も
騎
古
田
盟
国
韓
宝
開
義
人
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l
!
l
f
J卜
1
盛
山
平
成
島
年
賦
人
式
、

春
を
思
わ
せ
る
陽
気
の
1
月
日
日
、
と
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

町
文
化
ゼ
ン
タ

i
で
成
人
式
が
行
わ
れ
式
典
で
は
、
竹
内
町
長
が
「
こ
れ
か

ま
し
た
。
本
町
の
新
成
人
は
2
7
4
名
ー
ら
は
皆
さ
ん
の
若
い
力
、
行
動
力
が
新

式
典
に
は
そ
の
う
ち
1
9
5名
が
出
席
。
し
い
町
づ
く
り
に
は
必
要
で
す
。
L

と

式
典
は
新
成
人
者
(
運
営
委
員
指
名
)
式
辞
を
述
べ
、
そ
の
後
、
来
賓
を
代
表

自
ら
め
っ
手
づ
く
り
」
の
運
営
で
行
わ
し
て
小
松
崎
町
議
会
議
長
、
田
山
県
議

れ

ま

し

た

。

会

議

員

の

祝

辞

。

橋

本

県

知

事

の

メ

ツ

式
に
先
立
ち
、
運
営
委
員
に
よ
る
手
セ

l
ジ
を
小
谷
助
役
が
紹
介
。
新
成
人

作
り
の
企
画
、
ス
ラ
イ
ド
で
振
り
返
る
を
代
表
し
て
関
根
重
明
さ
ん
と
海
老
沢

却
年
閉
め
思
い
出
に
は
、
会
場
は
歓
声
ゆ
か
り
さ
ん
に
証
書
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
、
佐
間
回
仁
さ
ん
が
宣
誓
一
一
書
を
読
み

上
げ
る
な
ど
厳
粛
な
中
に
も
手
作
り
の

良
き
が
感
じ
ら
れ
た
式
典
で
し
た
。
式

典
終
了
後
、
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会

が
行
わ
れ
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
ち
抜
い
た

6
名
に
北
海
道
フ
ェ
リ
ー
ベ
ア
チ
ケ
ッ

ト
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

心
に
残
る
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
皆
さ
ん
は
「
少
し
で
も
社
会
に

役
立
て
て
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
金
を

募
り
集
ま
っ
た
募
金
を
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
、
白
主
講
座
の
皆
さ
ん

に
よ
る
第
1
回
公
民
館
ま
つ
り
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
墳
か
ら
熱

心
に
学
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
学
習
成
果

を
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

日

時

2
月
四
日
(
日
)

午
前
9
時
叩
分
i
午
後
3
持

場
所
町
中
央
公
民
館

内
容
各
講
座
・
自
主
サ
ー
ク
ル
の

作
品
展
示
・
発
表

V
バ
ザ

l
(陶
芸
・
七
宝
・
レ
ザ

l
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
!
?
ン
ポ
プ

リ
・
手
あ
み
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
他
)

マ
お
茶
席

(
1
席
3
0
0
円
)

V
作
品
展
示
(
書
道
・
絵
画
・
俳
句
・

生
け
花
・
陶
芸
他
)

V
発
表
会
(
磯
節
・
太
極
拳
)

V
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

マ
に
こ
に
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ
広
場

マ
古
本
市
(
1
人
3
冊
ま
で
無
料
配
布
)

V
陶
芸
・
七
宝
・
ジ
ャ
ー
マ
ン
ボ
フ
リ

-
臼
体
験
教
室

V
問
合
せ
先
町
中
央
公
民
館

宮

2
6
7
0
2
3
0

茂
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萩谷

と
な
b
の
固
か
ら

水
戸
広
域
市
岡
村
圏
協
議
会

春
風
に
誘
わ
れ
て
|
|

水
戸
の
梅
ま
つ
り
醐
田
周
年

水
戸
の
梅
ま
つ
り
は
、
今
回
で
記
念

す
べ
き
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
複
郁
た

る
梅
の
香
り
漂
う
中
で
、
歴
史
を
味
わ

い
な
が
ら
春
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

2
月
初
日
1
3
月
白
日

行
事
野
外
琴
の
会
、
野
点
茶
会
他

問
合
せ
先

水
戸
市
観
光
協
会
盟
(
捌
)
0
4
4
1

水
戸
市
商
工
観
光
課
程
(
剖
)
1
1
1
1

常
北
家
族
旅
行
村
『
品
拠
窃
踊
@
昌
』

昌
年
産
霊
付
開
始

4
/
1

オ
ー
ト
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
冷
畦
房
完
備

の
別
荘
風
、
キ
ャ
ビ
ン
で
、
キ
ャ
ン
プ
を
満

喫
し
た
後
は
、
天
文
台
で
四
季
折
々
の

天
体
観
測
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

8
年
度
の
予
約
受
付
は
4
月
1
日
か

ら
開
始
し
ま
す
。

問
合
せ
先
ふ
れ
あ
い
の
里
管
理
事
務
所

盟
(
捌
)
5
5
0
5

〔
評
〕
イ
メ
ー
ジ
写
真
は
被
写
体
に
対
す

る
繊
細
な
限
が
要
求
さ
れ
ま
す
が
こ
の
作

品
で
は
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま

す

。

(

絹

針

弘

己

)

〔評〕 表情が実にいいしモノクロで

の質感もうまく表現しています。

ゆったりと過ぎる時聞を感じさせる

ほのぼ、のとした味のある作品です。

(絹針弘己)

中村和宏

陽だまりv 

ク
リ
ス
マ
ス
孫
の
余
興
に
あ
る
個
性

明
神
町
小
松
崎
美
代

〔
評
〕
ク
リ
ス
マ
ス
の
、
玉
役
は
勿
論

子
供
達
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
代
役
の

両
親
か
ら
贈
物
や
ケ
ー
キ
の
馳
走
が

後
藤
亀
泉
選

売
初
に
馴
染
の
客
の
ま
た
一
人

新

町

岸

和

田

和

子

〔
評
〕
新
正
二
日
の
売
初
で
あ
る
。

大
売
出
し
の
幡
旗
を
庖
頭
に
立
て
、

賑
々
し
く
お
客
に
応
待
し
て
い
る
処

ご

ひ

い

き

へ
、
常
日
頃
の
御
貝
闘
員
客
が
又
一
人

質
初
に
来
て
呉
れ
た
。
旧
年
中
の
御

礼
や
ら
新
年
の
挨
拶
な
ど
ひ
と
し
き
り

弾
ん
だ
一
言
葉
が
飛
び
交
、
つ
の
で
あ
る
。

買
初
と
い
へ
ど
さ
さ
や
か
な
り
し
も
の

夏

海

大

貫

千

代

子

〔
評
〕
こ
れ
は
買
初
。
二
日
の
街
の

人
出
や
底
員
の
呼
び
込
み
に
誘
わ
れ

て
つ
い
つ
い
財
布
の
紐
も
緩
み
が
ち

な
の
だ
が
、
買
い
終
っ
て
み
れ
ば
、

女
性
の
買
物
な
ん
て
本
当
に
さ
さ
や

か
な
も
の
ば
か
り
だ
と
、
い
さ
さ
か

自
明
気
味
な
の
で
あ
る
。

厚
き
手
を
重
ね
農
夫
の
御
慶
か
な

桜

道

真

田

静

子

〔
評
〕
日
頃
お
付
合
の
あ
る
農
家
の

御
主
人
。
両
の
掌
を
膝
前
に
重
ね
合

わ
せ
て
の
年
頭
の
御
挨
拶
な
の
だ
が
、

そ
の
手
の
な
ん
と
厚
み
の
あ
る
こ
と

よ
。
永
年
大
地
相
手
の
奮
闘
努
力
の

跡
が
窺
わ
れ
る
と
い
、
?
も
の
で
あ
る
。

初
日
待
つ
見
知
ら
ぬ
人
と
火
を
囲
み

東
光
ム
口
田
中
勝
校

〔
評
〕
囲
ん
で
い
る
の
は
浜
焚
火
で

あ
る
。
除
夜
の
鐘
の
鳴
り
終
る
頃
か

ら
初
詣
の
人
々
が
焚
き
始
め
、
延
々

夜
明
け
迄
焚
き
継
が
れ
た
大
焚
火
で

あ
ろ
う
。
そ
の
火
焔
に
照
ら
し
出
さ

れ
て
い
る
の
は
皆
見
知
ら
ぬ
顔
ば
か

り
で
あ
る
。
未
明
の
寒
気
の
中
、
知

ら
ぬ
同
志
が
焚
火
を
育
て
な
が
ら
、

沖
の
一
線
に
躍
り
出
る
初
日
を
ひ
た

す
ら
待
っ
て
い
る
の
だ
。

あ
る
。
部
屋
に
聖
樹
を
飾
り
、
家
庭

パ
ー
テ
ィ
ー
の
余
興
に
聖
夜
の
一
刻

を
楽
し
む
の
だ
が
、
孫
達
の
唄
や
踊

の
中
に
も
一
人
一
人
の
異
な
っ
た
個

性
が
ち
ら
ち
ら
と
見
え
隠
れ
す
る
よ

う
で
あ
る
。

鈍
行
と
気
軽
に
き
め
て
初
電
車

新
町
小
松
崎
十
士
口

〔
評
〕
年
改
っ
て
初
め
て
の
旅
路
で

あ
る
。
べ
っ
し
て
急
ぐ
旅
で
も
な
く
、

更
に
は
正
月
の
悠
揚
た
る
気
分
も
尾

を
引
い
て
い
る
の
で
、
気
忙
し
い
特

急
は
敬
遠
し
、
沿
線
の
新
正
風
景
な

ど
ゆ
っ
く
り
眺
め
て
行
け
る
鈍
行
電

車
で
乗
初
を
し
よ
う
と
決
め
た
の
で

あ
る
。

ざ

う

め

座
右
銘
を
書
き
加
へ
け
り
初
暦

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
一
万
旦
、
新
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見

上
げ
た
時
、
誰
し
も
「
今
年
こ
そ
」

と
の
抱
負
と
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
初
暦
に
平

常
信
奉
す
る
格
言
を
墨
痕
淋
潟
と
書

き
加
え
、
こ
の
一
年
の
不
動
の
指
針

と
し
た
の
で
あ
る
。

元
自
の
ロ
ー
カ
ル
パ
ス
に
吾
ひ
と
り

角

一

前

原

青

嵐

十
ま
で
の
数
覚
え
け
り
柚
子
湯
の
子

金

沢

猿

田

俊

子

父
母
へ
点
す
艶
班
や
初
陣
手

髭

釜

川

崎

京

子

こ
の
海
の
ハ
ワ
イ
へ
続
く
初
日
の
出

蔵

前

田

山

佳

風

山
茶
花
の
白
き
が
故
の
さ
み
し
さ
よ

新

町

加

藤

宗

一

時
り
て
落
葉
焚
く
火
を
育
て
を
り

髭

釜

稲

田

富

穂

声
か
け
て
通
り
過
ぎ
け
り
松
手
入

永

町

浅

見

道

子

鮭
線
や
姿
あ
わ
れ
に
客
迎
ふ

祝

町

今

川

田

成

大
索
、
や
流
木
一
つ
波
の
上

祝

町

今

川

う

め



t"' らあおお 第290号 (4)

w
v
a

時

2
月
口
日
(
土
)

O
団
体
の
部
午
前
日
時
開
演

(
全
指
定
席
)
:
:
:
一
般
の
方
は
、

入
場
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

o
一
般
の
部
午
後
2
時
間
演

全
席
(
自
由
席
)

V
会
場
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

(ホ

l
ル
)

前
売
券

7
0
0
円

V
入
場
料

平成8年2月5日

こ
の
制
度
は
、
車
両
事
故
は
も
と
よ

り
、
バ
イ
ク
や
自
転
車
等
の
転
倒
に
よ

る
自
損
行
為
に
つ
い
て
も
共
済
見
舞
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
の
で
、
万
一
の
場
合

に
そ
な
え
、
家
族
全
員
が
県
民
交
通
災

害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

V
会

費

大
人
9
0
0
円
・
中
学
生
以
下
5
0

0
円

(
S
日・

4
・
2
以
降
出
生
者
)

V
共
済
期
間

加
入
受
付
は
2
月
1
日
か
ら
始
め
ま

す
が
、
共
済
開
始
は
、

4
月
1
日
1

翌
年
3
月
出
日
の
1
年
間
。

V
対
象
と
な
る
交
通
事
故

①
日
本
国
内
の
道
路
上
を
運
行
中
の

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
等
の

接
触
、
衝
突
、
転
落
、
転
覆
な
ど

の
事
故
に
よ
る
死
埼

②
踏
切
道
に
お
け
る
電
車
等
と
の
接

触
、
衝
突
の
事
故
に
よ
る
死
傷
の

場
合
。

V
加
入
方
法

「
県
民
交
通
災
害
共
済
申
込
書
」
に

新春お楽しみ映画会

「ゴジラ芦すデストロイア」

「オーレンジャー」

惨開演 1部10時・ 2部13s寺

惨入場料有料

会
費
を
添
え
て
役
場
住
民
謀
、
ま
た

は
、
お
近
く
の
出
張
受
付
場
所
へ
お

申
し
込
み
下

「
健
康
」
を
テ
!
?
に
1
5
楽
し
く

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

長
寿
化
社
会
を
迎
、
ぇ
一
生
を
健
康
に

暮
す
こ
と
が
益
々
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
健
康
ま
つ
り
で
は
、
試
食
や
ゲ
ー

ム
等
を
通
じ
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
L

重
要
性
を
訴
、
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
健
康
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
は
賞
品

も
た
く
さ
ん
用
意
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご

家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
下
さ
い
o

v日
時

2
月
四
日
(
日
)

午
前
9
時
加
分
j

午
後
3
時

マ
場
所
大
洗
文
化
セ
ン
タ

i

《
健
康
ま
つ
り
各
コ
ー
ナ
ー
紹
介
〉

健
康
相
談
(
内
科
・
歯
科
)
、
骨
組
彩

症
健
診
、
成
人
病
予
防
料
理
試
食
、

牛
乳
・
乳
製
品
普
及
、
ポ
ス
タ
ー
-

習
字
・
標
語
展
示
、
成
人
病
・
が
ん
・

エ
イ
ズ
予
防
展
示
、
国
保
P
R
、
歩

行
マ
ッ
プ
展
示
、
体
脂
肪
・
体
力
測

定
、
金
婚
式
お
め
で
と
う
、
健
康
ク

イ
ズ
、
農
産
物
即
売
、
ミ
ニ
サ
ツ
カ

〈
表
彰
式
@
講
演
会
V

O
健
康
家
庭
・
献
血
功
労
者
表
彰
式

O
講
演
会
午
後
1
時
加
分
よ
り

守
健
康
づ
く
り
と
運
動
』

や
講
師
県
西
総
合
病
院

整
形
外
科
医
長
中
川
司
先
生

〔
間
合
せ
先
〕

大
洗
町
保
健
課
保
健
衛
生
係

盟

加

5
1
1
1
(
内
線
1
2
3
)

V 
日

日寺

2
月
払
日
(
土
)

午
後
2
時
間
演

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

(
大
ホ

l
ル
)

無
料

wv
場

戸斤

V
入
場
料

V

内

容

第
1
部

サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク

ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル

県
警
音
楽
隊
カ
ラ
ー
か

l

ド
隊

第
2
部

V
間
合
せ
先

県
警
本
部
総
務
課
広
報
室

官
(
加

)
2
I
I
I
-
内
2
1
1
6

県
警
察
音
楽
隊

官
(
加

)
7
3
4
1

(H8.1.11現在)

開催活 開始時湾 催 事 内 ~ヨf 開催場所 主 {後 入場方法

2月11目的 1昔音話E 10 00 ヨ(きJゴT華手おス議ト廷ロイしアみ 昭英軍司ー壬誉) ホール 大洗文化センター自主事業 有 料ZjjlS 13:00- ジラvsデ 、オーレンジャ

2月17日ω 2l部部・・一団世体l1o4::0000~~ ぬい(ぐ狼るとみ7ミ匹ュのーー子ジゃカぎノレ)王討寅 ホール 大洗文化センタ 自主事業 有 来ヰ

2月18日但) 9: 30- 健 康 ま ーコ
ヅて会誌t~室 大洗町役場保健課 一般無料口ピ

2月25日(日) 9 : 00- 保 育 発 表 ノヨスF ホール 大洗町滝口保育園 関係者

2月27日(1<) 9: 00- 運転免許更新時講習会 大会議室 水戸地区父通安全協会 関係者

33月月 45日日 伺(却) 8 : 30- 所得税確定申告納税核談 大会議室 大洗町役場税務課 関係者

時の人間と世帯

( I月|日現在)

人口 20，663人(+2) 

男 10，235人(-6) 

女 10，428人(+8) 

世帯数 6，535戸(+5) 

転入 38人 転出 33人

出生 9人 死亡 12人

2 2121212121212  昔男
月 月 月月月月月月現n
27 26 I 23 I 22 I 21 I 20 I 19 I 16 
日 日日日目白日日
伏) 伺)幽(木)刷(刈(月)樹包

者苦;東 詰言明 務望嘉官 者館主自宅 主見芸 名基?主 神皇? 角室語 所文EZ 末 谷E所正 5東 所場

42・1l ~14 ~1 1l ~14 ~14 ~14 ~14 ~14 ~14 ~14 ~14 ~I ~守t 
0:0o1o 3:03100:0o1o 3:03100:03100:03100:03100:03100:03100:03i0O:03100.0310 a同割J 

!2 

最
寄り 別期 審2 1 2 1 2 121 2 I 2 期 表が

月月月月月月
23 1 221 21 1 20 1 19 1 16 グ〉 おのとり しま、 王成8 子
日目白日日日日

幽嗣倒伏)伺)樹 事を ;z 
i i i角ii祝i場 355自
セセ5所 i 
ンン さいまの
タタ 所し:ま主皇
1 I 1 すυ は H口寺 霊童

こ 8 て態正 「
工業系商業系 住 居 系 れ種委員 、のに 者三品法市』3 

③⑦⑥⑤④  ③ ② ① 伴にか途用世多 境住環より 玉F
工工準商近住 第第 改 いら t也句f刀t丈~~! ~ d号
業業工業隣居 二一 途I各用t包12域へ 周ぬ
専地業地商 I也 種種 穫事頁 のの 及

用域地域業 域 住 住 ド戸禁玄 対応等を 保グ〉 建築基び 8
地域地 居辰五域差が護庄が
域 域 専専にり次、汁A

用 用 おまの目 士市街也 準 3 
地地前いしと的 法
域域 て号おとの悶

建 りし形改 n

⑫ ⑪ ⑪ ⑨ ⑧ ⑦⑥⑤  ④③  ②①  〔 すれま 4 主里築 4 
工工準商近準第第第第第第 宮間 カ日 する 悶
業業工業隣住二 -1- -1 - -1 _， 1 267合 ミ ヲ日

専 I也業地商居種種種種種種改 | 先せので 置車 t fp 
用城地域業地住住中中低低 i お が M

地 域 地域居居高 住高層 層層 1 知 行れわ一 出戸

域 域地地層住住疋 青謀l都市山fl ら 来り域域住 居居 1 せ 域制度 る中
居居専専 内い二元
専専用用 線 た 」

用用地地班品 2 しがb川t建築物も細伝
地地域域 6 草案 に
域域 1 す;施 3つ

) き月い

f~会大洗文化センタ一行事予定章受 (2/11'""-'3/5)マ
活
動
内
容
①
通
信
カ

l
ド
に
よ
る

県
政
に
関
す
る
意
見
、
提
言
の
提
出

②
施
設
見
学
会
へ
の
出
席
③
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
へ
の
協
力
な
ど

マ
任
期
4
月
か
ら
2
年
間

V
募
集
人
員
印
名

マ
応
募
資
格
①
県
内
在
住
の
加
歳
以

上
の
方
②
公
務
員
で
な
い
方
③
国
・

町
の
モ
ニ
タ
ー
と
兼
務
に
な
ら
な
い

方
④
過
去
5
年
以
内
に
県
政
モ
ニ
タ

ー
を
経
験
し
て
い
な
い
方

マ
応
募
方
法
県
広
報
公
聴
謀
、
崎
市
北

地
方
総
合
事
務
所
、
町
企
画
課
に
あ

る
申
込
書
で
、
次
に
お
申
込
下
さ
い
。

{
申
込
み
先
及
び
間
合
せ
先
}

水
戸
市
三
の
丸
1
1
5
|犯

茨
城
県
庁
広
報
公
聴
課

盟

加

|
8
1
1
1
(
内
線
2
5
3
7
)

V
締
切
り

2
月
白
日
(
木
)

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センター(密266-2442)へお問い合わせ下きい。

祝町 1区
めぐみ

有国恵久美ちゃん

( 3歳 1ヶ月)

5' 

み21ふ11ふJι|ふ|ι
h芝よ事

業

名

門
リ
大
洗
文
也
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

一
忍
鵠
告

7
間

出

命

〔

争

時

噂

』

「
l

l

i
〔
ぬ
い
ぐ
る
み
ミ
ュ

l
ジ
カ
ん
公
潰
}

当
日
券

1、

0
0
0
円

O
大
人
・
子
供
(
満
3
歳
以
上
)

と
も
同
一
料
金
で
す
。

wv
前
売
券
発
売
所

セ
イ
コ
ー
マ

l
ト
き
か
げ
ん
・
坂
本

文
具
庖
・
川
西
商
腐
・
セ
イ
コ
ー

マ
l
ト
し
ま
ち
ゅ
う
・
大
洗
文
化

セ
ン
タ
ー
(
町
民
会
館
)
の
発
売
所

で
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

3
/飢

3 
/ 
伺)4 
'
ρ
o
 

qυ

ノ
ル
小

3
/附

種

J昆

立せ

ー
時
日
分

2
時
日
分

1
時
日
分

2
時
日
分

1
時
日
分

2
時
日
分

1
時
日
分

2
時
日
分

1
時
∞
分

2
時
∞
分

1
時
∞
分

2
時
∞
分

9
時
∞
分

日
時
∞
分

1
待
日
分

2
時
日
分

1
時
∞
分

2
時
∞
分

象

受
付
・
実
施
時
間

者

種

合
一
各
小
学
校
も
れ
者

合
一
生
後
3
力
月

1
ω
ヵ
月
ま
で
の
乳
幼
児

合
一
生
後
3
ヵ
月

l
m別
力
月
ま
で
の
乳
幼
児

I昆

種

j見

手L

児

健

三よト
ロク

生
後
ロ
ヵ
月

1
お
カ
月
ま
で
の
幼
児

生
後
3
ヵ
月

1
4
ヵ
月
の
乳
児

生
後

6
ヵ
月
j

7
ヵ
月
の
乳
児

風

し

ん

接

種

母
と
子
の

虫

歯

予

防

教

室

母

母
親
及
び
乳
幼
児

-
歳
の
幼
児
及
び
母
親

合
一
生
後
3
ヵ
月

i
ω
ヵ
月
ま
で
の
乳
幼
児

子

中目

談

種

1昆

満

3
歳
に
達
し
た
幼
児

三

歳

児

健

診

「
機
能
回
復
訓
練
」

三

重

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0
2
月
日
日
閃

0
2
月
訪
日
幽

0
2
月
初
日

ω

0
2
月
幻
自
閃

0
3
月
8
B
幽

内
科
医
診
察
指
導

0
2
月
お
日
掛

0

3
月
1
日
掛

~ 

と

ー
朝
の
一
元
気
@
果
物

l

生
活
が
夜
型
に
な
る
に
つ
れ
て
、
時

間
が
な
い
、
食
欲
が
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
朝
食
を
と
ら
な
い
人
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。
朝
食
は
夜
間
の
空
腹
状

態
を
回
復
す
る
と
と
も
に
、
眠
り
の
神

経
を
目
覚
め
の
神
経
に
切
り
替
、
え
る
刺

激
剤
と
も
な
り
ま
す
。

「
朝
の
果
物
は
金
」
と
も
一
言
い
ま
す

が
、
{
果
物
は
生
食
で
き
る
こ
と
が
特
徴

で
す
か
ら
、
面
倒
な
料
理
を
す
る
手
聞

は
い
り
ま
せ
ん
し
、
ほ
の
か
な
甘
味
と

き
わ
や
か
な
酸
味
が
、
眠
っ
て
い
る
食
欲

を
臼
覚
め
さ
せ
る
の
に
も
好
都
合
で
す
。

果
物
の
糖
質
は
吸
収
が
早
く
、
即
効

性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
の
で
、
午

前
中
の
活
力
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
消

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0

3
月
5
日
開
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

回
復
訓
練
が
必
要
な
方

※
雨
天
の
場
合
は
、
い
ず
れ
の
訓
練
も

中
止
と
な
り
ま
す
。

化
機
能
が
活
発
で
な
い
と
き
、
果
物
は

有
効
に
働
き
ま
す
。

ま
た
、
果
物
は
、
玉
に
ビ
タ
ミ
ン

C
、

種
類
に
よ
っ
て
は
カ
ロ
チ
ン
、
そ
し
て

カ
リ
ウ
ム
、
水
溶
性
の
食
物
繊
維
、
ベ

ク
チ
ン
が
多
く
含
ま
れ
る
の
で
、
便
秘

の
解
消
に
も
適
し
ま
す
。
毎
日
、
朝
食

で
果
物
を
食
べ
る
こ
と
で
、
朝
の
心
地

よ
い
お
通
じ
を
習
慣
づ
け
る
の
は
、
成

人
病
予
防
に
も
好
ま
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
果
物
に
は
糖
質
が
多
く
、

野
菜
を
食
べ
る
代
わ
り
に
果
物
を
多
量

に
と
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
オ
ー
バ
ー
に

な
り
ま
す
。
果
物
は
一
日
に

m
i捌
g

(
バ
ナ
ナ
な
ら
1
本
、
り
ん
ご
大
き
め

の
も
の
を
コ
、
み
か
ん
な
ら
2
1
3
コ

を
目
安
に
と
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
一
記
)
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